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グループホーム大東ヶ丘運営規程 
（指定介護予防認知症対応型共同生活介護・認知症対応型共同生活介護） 

 

 

（事業の目的） 

第１条 社会福祉法人叶福祉会が運営するグループホーム大東ヶ丘（以下「事業所」という。）

が行う認知症対応型共同生活介護事業・介護予防認知症対応型共同生活介護（以下

「事業」という。）は、要介護者であって認知症の状態にあるものについて、共同

生活住居において家庭的な環境の下で入浴、排泄、食事等の介護その他の日常生活

上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者がその有する能力に応じ自立した

日常生活を営むことができるように支援することを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第２条 この事業所が実施する事業は、利用者の認知症の症状の進行を緩和し、安心して日

常生活を送ることができるよう、利用者の心身の状況を踏まえ、妥当適切に行う。 

   ２ 事業にあたっては、利用者がそれぞれの役割を持って家庭的な環境の下で日常生活

を送ることができるよう配慮して行う。 

   ３ 事業にあたっては、介護計画に基づき、漫然かつ画一的なものとならないよう配慮

して行う。 

   ４ 共同生活住居における介護従業者は、介護の提供にあたっては懇切丁寧を旨とし、

利用者又はその家族に対しサービスの提供方法等について理解しやすいように説

明を行う。 

   ５ 事業の提供にあたっては、当該利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護する

ため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為

を行わない。 

   ６ 事業者自らその提供するサービスの質の評価を行い、常にその改善を図るものとす

る。 

 

（事業所の名称等） 

第３条 この事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

   １ 名 称 グループホーム大東ヶ丘 

   ２ 所在地 青森県五所川原市金木町芦野３６３番１４１ 

 

（従業者の職種、員数及び職務内容） 

第４条  この事業所に勤務する従業者の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。 

   １ 管理者 １名（兼務含む） 

管理者は業務の管理及び職員の管理を一元的に行う。 

   ２ 計画作成担当者 １名（兼務含む） 

利用者の必要に応じて適切な介護計画を作成し、介護職員に指示を行い、それに

沿った介護を実行させる。また、連携するサービス提供機関との連携、調整を行

う。 

   ３ 介護従業者 ７人（兼務含む） 

介護従業者は、利用者に対し必要な介護及び援助を行う。 

 

（利用定員） 

第５条 この事業所の利用定員は、９名とする。 
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（介護の内容） 

第６条 事業の内容は次のとおりとする。 

   １ 食事、排泄、入浴、着替え、口腔衛生等の身の回りの支援 

   ２ 日常生活上の支援 

   ３ 買い物、家事など、日常生活の中での機能訓練 

   ４ 利用者の必要に応じた相談、援助 

 

（利用料金等） 

第７条 この事業の利用料の額は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、法定代理受

領サービスであるときは、利用料のうち各利用者の負担割合に応じた額の支払いを

受けるものとする。 

     前項の他、次に掲げる費用の額の支払いを受けることができる。 

   １ 食材料費   １日につき  １，０００円 

   ２ 水道光熱費  １ヶ月    ８，０００円 

     冬季暖房費   １ヶ月    ６，０００円（１１月～４月の間） 

   ３ 居住費    １ヶ月    ７，０００円 

   ４ その他日常生活において通常必要となる費用で利用者が負担することが適切と認

められる費用については、当該実費とする。 

５ 外泊等の場合の食事代は、欠食分として減算する。ただし、居住費、水道光熱費に

ついては定額での請求とする。 

   ６ 利用料の支払いは、月ごとに発行する請求書に基づき、現金または銀行口座からの

自動引き落としにより、指定期日までに受けるものとする。 

７ 前項の費用の額に係るサービスの提供に当たっては、あらかじめ利用者又はその家

族に対し、そのサービスの内容及び費用について説明を行い、利用者の同意を得る

ものとする。 

 

（入退居に当たっての留意事項） 

第８条 入退居に当たっての留意事項は、次のとおりとする。 

   １ 要介護または要支援２の認定を受け、かつ医師より認知症の診断を受けていること 

   ２ 少人数による共同生活を営むことに支障がないこと。 

   ３ 自傷他害の恐れがないこと。 

   ４ 常時医療機関において治療をする必要がないこと。 

   ５ 他の入居者に伝染する疾患のないこと。 

   ６ 入居後、利用者の状態が変化し、前項に該当しなくなった場合は、退居してもらう

場合がある。 

７ 退居に際しては、利用者及び利用者の家族の希望を踏まえた上で、他のサービス提

供機関と協議し、退居後の生活環境や介護の継続性が維持されるよう必要な援助を

行うよう努める。 

 

（緊急時の対応） 

第９条 利用者の心身の状態に異変その他緊急事態が生じた時は、主治医または協力医療機

関と連絡をとり、適切な措置を講ずる。 

   ２ サービス供給体制の確保及び夜間における緊急時の対応のために、近隣施設と連

携・支援体制をとるものとする。 

 

（非常災害対策） 

第 10条 管理者は、消防計画及び風水害、地震等の災害に対処するための計画を定めること

とともに、非常災害に備えるため年２回以上避難、救出その他必要な訓練を行う。 
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（秘密保持等） 

第 11条 事業所の従業者は、業務上知り得た利用者またはその家族の秘密保持を厳守する。 

２ 従業者であった者が、業務上知り得た利用者またはその家族の秘密を漏らすことが

ないよう、必要な措置を講ずる。 

 

（個人情報の保護） 

第 12 条 事業所は、利用者の個人情報を取り扱う際には個人情報保護方針の下、その利用

目的を限定し、予め利用者及び代理人、家族の同意を得ることとする。 

 

（虐待防止） 

第 13条 事業所は、利用者の人権擁護、虐待の発生又はその再発防止を講ずるものとする。 

２ 虐待防止のための指針を整備する。 

３ 虐待を防止するための定期的な研修を実施する。 

４ 前三号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く。 

 

（身体拘束） 

第 14条 事業所は、当該利用者又は他の利用者等の生命又は身体を 保護するため緊急止む

を得ない場合を除き、身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為（以下「身

体拘束等」という。）を行わない。 

２  前項の規定による緊急止むを得ない身体拘束等は、あらかじめ利用者の家族に説

明し、同意を文書で得た場合のみ、その条件、態様と期間内においてのみ行うこ

とができる。 

３  前各項の規定による身体拘束等を行う場合には、その態様、時間、その際の利用

者の心身の状況並びに緊急止むを得ない理由を記録する。 

 

（苦情処理） 

第 15 条 利用者からの苦情に対して、迅速かつ適切に対応するため、受付窓口の設置、担

当者の配置、事実関係の調査の実施、改善措置、利用者及び家族に対する説明、

記録の整備等必要な措置を講じるものとする。 

 

（損害賠償） 

第 16 条 サービスの提供により事故が発生したときは、速やかに市町村、家族等に連絡を

行うとともに、必要な措置を講じる。 

    ２ サービス提供により賠償すべき事故が発生した時は、損害賠償を速やかに行う。

ただし、事業所の責に帰すべからざる理由によるときは、この限りではない。 

 

（その他運営に関する重要事項） 

第 17条 従業者等の質の向上を図るため、次のとおり研修の機会を設ける。 

    １ 採用時研修 採用後１ヶ月以内 

    ２ 継続研修  随時 

３ この規程に定める事項のほか、この事業所の運営に関する事項は、社会福祉法人

叶福祉会と管理者との協議に基づいて定めるものとする。 

 

（地域との連携） 

第 18 条 この事業者は、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

準(平成１８年３月１４日厚生労働省令第３４号)第１０８条の規定に基づき、運

営推進会議を設置する。 

    ２ 運営推進会議の設置運営に関し必要な事項は、別に定める。 
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附   則 

 この規程は平成１６年１２月１０日から施行する。 

      平成１８年 ３月２３日  一部改正 

      平成２０年 ３月２６日  一部改正 

      平成２１年 ３月２５日  一部改正 

      平成２１年１０月２１日  一部改正 

平成２７年 ７月２８日  一部改正 
      令和 ４年１０月３１日  一部改正 

      令和 ５年 ３月３１日  一部改正 
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社会福祉法人 叶福祉会  

グループホーム大東ヶ丘 運営推進会議設置運営要項 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、社会福祉法人叶福祉会 グループホーム大東ヶ丘運営規程（平成２０年

３月２６日）第１８条第２項に基づき、運営推進会議（以下「会議」という。）の設

置運営に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（組織） 

第２条 会議は、委員６人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちからグループホーム大東ヶ丘の代表が委嘱する。 

(１) 利用者の家族 

(２) 地区の民生委員 

(３) 事業所が所在する区域の地域住民の代表者  

(４) 五所川原市介護福祉課職員  

(５) 地域を管轄する地域包括支援センター若しくは、在宅介護支援センター職員 

(６) 認知症対応型共同生活介護及び介護予防認知症対応型共同生活介護について知

見を有する者 

 ３ 委員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

 

（会議） 

第３条 会議は、グループホーム大東ヶ丘の代表（以下「代表」という。）が招集する。 

２ 会議は概ね、２月に１回開催する。但し、特に必要と認める場合は、臨時会議を随時

開催することができる。 

３ 会議の進行は、代表が指名した者が行う。 

 

（議題） 

第４条 会議の議題は、次のとおりとする。 

 (１) 入居者及びサービス提供状況の報告 

 (２) サービスの評価 

  (３) サービスへの要望、助言など 

 (４) その他特に必要と認める事項 

 

（会議結果の公表等） 

第５条 会議の開催結果については、開催の都度報告事項、評価、要望、助言等について記録

を作成し、委員及び入居者の家族に送付するとともに、事業所において閲覧できるよ

うにする。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２０年 ４月 １日から施行する。 

       平成２０年１２月１９日  一部改正 
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委 員 等 名 簿 

 氏  名 

住  所 

構成区分 電話番号 

１ 桜井 緑 

五所川原市金木町中柏木鎧石８５－１４２ 

利用者家族 （０１７３）５２－４６１１ 

２ 白川ケミコ 

五所川原市金木町芦野３６５－４５６ 

地区の民生委員 （０１７３）５３－３３３４ 

３ 白川 庄治 

五所川原市金木町川倉七夕野８４－６７９ 

地域住民の代表 （０１７３）５２－３５８４ 

４ 葛西 孝信 

五所川原市字布屋町４１番地１ 

五所川原市介護福祉課長 （０１７３）３５－２１１１ 

５ 今  智司 

五所川原市字布屋町４１番地１ 

地域包括支援課長 （０１７３）３５－２１１１ 

６  

 

  

  

 

  

  

 

  

 

 

 


